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 Tomoo Otaka (1899-1956) was a professor of jurisprudence. During his younger years, he spent time 
studying in Europe.  In Vienna, he studied the pure theory of law under Hans Kelsen. In Freiburg, he 
studied phenomenology under Edmund Husserl.  In this paper, the author reconsiders Otaka, examining 
him not only as a jurist but as a pedagogue as well. Otaka did many things and had an influence on a 
wide range of scholars and fields, for example, editing the textbook “Democracy”, which was published in 
1948 and 1949 by the Japanese ministry of education. The author’s motto is that although the sum of the 
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１．はじめに 
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を行った。井上は、この時期の尾高の学問的特徴を、一方では Georg Simmel が強調した「ライネ
ゾチオロギー」Reine Soziologie を通して、社会学の対象領域を限定している。そして他方では
Ferdinand Tönnies に倣って、社会関係の基本的分類の理論を提示している。第２に、留学中の尾











 その後、松尾敬一は門下生の１人として 1965 年に尾高論３部作を発表した（松尾,1965a;1965b; 
1965c）。尾高の著書論文から直接引用した松尾の尾高論は、尾高の全体像を把握するために有益
であり、一読に価する。 
 続いて、碧海純一も尾高論３部作(7) を公表した。第 1 論文（碧海,1963）では、尾高を追悼す
るために編まれた同僚と門下生による論文集への寄稿であることを受けて、碧海自身が、尾高の
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責任者 Howard Bell (10) は、1947 年８月、長い間、教科書の編集を「内容的にも文章的にも任せら
れる有能な人物を捜していた。それが、ようやく東京大学法哲学の教授である尾高の発見となっ
て実を結んだようである。尾高を選んだことは、どの点から見ても、文句のない人選である」（片
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(３) わが国の法哲学の「水準を世界的なものにまで高めた」（木村, 1942, 72）尾高が生前から好意的にも批
判的にも評価の矢面に立たされていたことは否めない。この段階での尾高に対する評価は、まだ“再”評
価ではない。従ってここでは、そうした中から、尾高と同時代の学究による評価の一部を示すに止めよう
（黒田, 1932；宮澤, 1936；南原, 1937；木村, 1942；田中, 1947；加藤, 1948；鵜飼, 1950）。 
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て、尾高朝雄教授の名を挙げていた」（田中, 1950, 1）と田中耕太郎が証言している。 
(６) 現象学に対する尾高の貢献についても筆者は触れておかなければならない。尾高と共に Husserl の影響
下にあり（尾高, 1938, 29-31）、現象学的社会学の地平を切り拓いた Alfred Schütz は、彼の出世作『Der 
sinnhafte Aufbau der sozialen Welt』（1932 年）の刊行に際して、「京城大学（日本）の尾高朝雄教授」（Schütz, 




（シュッツ, 1982, 4）とある。だからこそ、両者の著書が同じ時期に、ウィーンの Verlag von Julius Springer
から刊行されることになったのであろう。この方面での尾高論、特に Schütz との思想的関連性については、
主として社会学の領域で推し進められている（Wagner, 1983, 36-37, 52, 332; Sato, 1999, 39-55; Lang, 2009, 
  3-11）。 

























うにして「でき上ったものであること」（尾高, 1949, 35）を読者に知ってもらうため、Bell との「人間的
なつながり」をあえて披露したようである。 
(11) 尾高の研究の原点には確かに社会学があった（尾高, 1926; 1927; 1950; 1951a）。 
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